子どもの居場所としての職員室 : 子どもの育ち合いを支える空間としての意味を問う by 三宅 一恵 & 湯澤 美紀
子どもの居場所としての職員室 : 子どもの育ち合
いを支える空間としての意味を問う
著者 三宅 一恵, 湯澤 美紀
雑誌名 ノートルダム清心女子大学紀要. 人間生活学・児童
学・食品栄養学編
巻 41
号 1
ページ 90-99
発行年 2017
URL http://id.nii.ac.jp/1560/00000017/
90
子どもの居場所としての職員室
―子どもの育ち合いを支える空間としての意味を問う―
三宅　一恵※・湯澤　美紀※
The Teachers’ Room as a Place where Children Belong:
Considering the Meaning of the Place for Scaffolding Children’s Growth
Kazue Miyake and Miki Yuzawa
　This paper reports on episodes about two boys with developmental needs and their 
principal in a teachers’ room at a kindergarten and discusses the meaning of the 
teachers’ room for scaffolding children’s growth. One-year episodes were narrated and 
reflected from the view point of the principal. The teachers’ room seemed to work as a 
bridge between the two boys and other children in their class. Finally, the roles of the 
principal will be discussed.
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はじめに
「園長先生…」
　職員室のドアから可愛らしい顔をのぞか
せ，声を掛けてきてくれる子どもたちに，
私は，日々，出会ってきた。
　第 1 筆者である「私」は，園長としてＡ
幼稚園に赴任した 1 年目，時に保育に携わ
りながらも，職員室での業務を行う日常の
中で，その場を求める子どもたちと出会い，
子どもの居場所としての職員室のあり方を
問い直すこととなった。
　幼稚園における職員室は，幼稚園設置基
準１）により設置の義務が定められており，
園長の管理下に置かれている。職員室は，
幼稚園職員が園を運営するための場所とし
て機能しており，通常，保育の場として想
定されていない。そのため，安全上の理由
も含め，子どもが入ることを制限している
園が多い。ただし，同設置基準において，「特
別の事情がある時は，保育室と遊戯室及び
職員室と保健室とは，それぞれ兼用するこ
とができる」とされ，保健室としての機能
も備える場合もあり，けがの処置や体調不
良の子どもたちの休息の場として機能する
ことがある。そうした保健的な機能に加え
て，堺市の保育所の職員室の利用実態を明
らかにした渡邉（2006）２）は，「利用する
子どもがいれば，その子にとってそれが必
要であり意味があることだとみて，積極的
に受け止めていこうとしている」という事
例を報告しており，時に，保育室以外の場
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職員室のあり方についての問い直し」につ
いて，エピソードを時系列で整理しながら
記述する。また，タケシくんとジュンくん
を中心とした「３．職員室での子どもの育
ち」の様相を，２つのエピソード記述で振
り返り，そこでの子どもの心の動きを読み
解くと共に，彼らの育ちにおける職員室の
意味を明らかにする。そして，その後，「４．
クラスへの橋渡し」の様子を職員室の中で
の関係性の変化も含み，エピソードを時系
列で整理しながら記述する。
１．実践の背景
　タケシくんが２年保育Ａ幼稚園に入園し
てきた４月に，母親がタケシくんの弟の出
産を終えたばかりであった。タケシくんは
体験入園の時から動きが活発で，自分の思
うようにできないと，地団太を踏んで大声
で泣き叫んでいる姿が度々見られていた。
その姿から，母親や幼稚園職員は，弟の誕
生と幼稚園入園とが重なり，大きな環境の
変化に戸惑っている姿と捉えていた。
　入園後も，力まかせに遊具を振り回した
り，友達にもつい手が出てしまったりと
いったことが続いた。作ったり描いたりす
る遊びにはあまり参加しようとせず，のり
の感触を嫌がったり，はさみを使うことを
避けたりする様子がみられた。一方，なか
なかクラスの中に入れなかった年少の１年
間は，支援員の関わりに支えられていたが，
次第に，友だちを求める姿も見られるよう
になり，クラスでの活動に参加する場面が
増えていった。
　年長になると，クラスの中で過ごす時間
が増えたり，入園したばかりの年少児が泣
いていると，自分のハンカチをポケットか
ら出して，涙を拭いてあげたりなど，ぐっ
と成長した姿が見られるようになった。
　しかし，年長２学期になり，運動会の練
習が始まったころ，タケシくんは，クラス
を求める子どもの居場所となりえることが
示唆されている。
　とはいえ，職員室のあり方については，
園の実態や園長の裁量に任されているとこ
ろが大きい。実際，一対一での関わりを求
める子どもや，自分の思いを受けとめて欲
しい子どもが職員室にやってくることは多
く，そうした子どもたちといかに関わって
いくべきかといったことは，保育現場にお
いて隠れた課題として常に存在している。
　Ａ幼稚園の職員室も，保健室の機能を備
えてはいたものの，赴任時，職員室への子
どもの入室は，そうした用途以外は制限さ
れていた。しかし，その後，職員室にいる
「私」を求めるタケシくん（仮名）との出
会いによって，職員室のあり方，ひいては
保育のあり方が問われることとなった。
　本稿では，タケシくん（仮名）とジュン
くん（仮名）との 1 年間の関わりを中心に，
子どもの居場所としての職員室を，園長と
しての「私」の視点から捉え直し，子ども
の育ちの姿について考察する。それにより，
これまで焦点化されてこなかった職員室の
新たな保育の一面を明らかにすることがで
きると考える。
　なお，本稿での実践で報告するエピソー
ド記述は，鯨岡（1998）の論考を参考にし
た。職員室の場にいながら，二人の子ども
と関わった第一筆者の体験は，「私」とい
う主観性がエピソードの中に必ず内在して
いるものであり，また，園長として，いか
に「動きながら考えていったか」といった
園長自身の認識の変容のプロセスを意識化
していくことは，本研究の目的に資すると
考えたからである。
実　　践
　以下，「１．実践の背景」を述べたのち，
タケシくんとの出会いによって生じた「２．
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　職員室内には，先生一人ひとりの机があ
り，机の上にはパソコンやコピー機などの
ＯＡ機器などが並び，簡易な応接セットも
ある。普段，先生たちが保育中に職員室に
在室することはほとんどなく，用務員も雨
の日以外は，お茶の準備，戸外で栽培物の
世話，掃除などをしていて職員室にいる時
間はごく僅かであった。園長も時に保育に
携わっていたため，職員室に常にいるわけ
ではないが，子どもたちにとっては「先生
たちの部屋だけど，いつもは園長先生がい
る部屋」となっていた。前年度まで園のき
まりでは，安全管理の理由から職員室の中
には，明確な用事を除いて，子どもは入っ
てはいけないことになっていた。
（２）それ以前の職員室の役割
　職員室に訪れる子どもたちの思いは様々
であった。園の日課として，欠席調べをし
た用紙を持ってくる場合や，夏の間，クー
ラーをきかせた職員室に，朝弁当を預け，
昼食時に受け取りにくる場合があった。ま
た，保健室の機能を兼ねており，体調不良
活動の時間になると，２階の一番奥にある
自分の保育室を抜け出し，後から追い掛け
てくる担任を見て笑いながら，嬉しそうな
笑顔で職員室に飛び込んできては，担任に
抱かれて保育室に帰り，またしばらくする
とやってくる，ということを繰り返すよう
になった。
（１）幼稚園の職員室
　Ａ幼稚園の園舎２階建て L 字型で，片
側に保育室が３部屋並んでいる。Ｌ字の真
ん中の玄関をはさんでその反対側に，教材
室，園長室，職員室と並び，職員室の３面
の引き戸から，出入りができる。２面のド
アは直接外からの出入りが可能で，職員室
内からは，園庭が広く見渡せるようになっ
ている（図１参照）。保育室とは少し離れ
ているとはいえ，子どもたちが遊んだり生
活したりする場所にごく近く，また，登降
園時や外で遊んでいる時には，必ず目に見
える身近な場所である。しかし，自由に出
入りできないという，子どもたちにとって
は，いわば特別な場であった。
図１　A幼稚園の園舎図
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らかくれんぼ遊びを喜ぶ様子も見られた。
　はじめは，タケシくんに「ここには入
りません」という従来通りの約束を伝え
て，職員室から出て他の場所で一緒に遊ん
だり，担任のところまで連れて行ったりし
ようとしたが，聞き入れる様子は見られな
かった。
　タケシくんは普段から「〜してはいけな
い」という禁止の言葉に敏感に反応し，行
動がよけいに激しくなり止まらなくなる子
どもであった。そのため，タケシくんに伝
えたいことは肯定的に言葉掛けしようと職
員間で共通理解していた。保育室に居場所
がなくなった彼が，職員室に居場所を求め
てきた今，その行動を否定するのではなく，
彼の気持ちを受け入れ，そこで過ごす時間
を大切にすることが必要なのではないかと
思うようになった。
　ある日，園庭に出て子どもたちと遊んで
いると，遠くの方からタケシくんが「園長
先生，ブランコおしてー」と叫ぶ声が聞こ
えてきた。見ると，大好きな青色のブラン
コに乗って手招きをしている。「いいよ」
と言って，ブランコに腰掛けているタケシ
くんの背中を押そうとすると，「ちがう！
そうじゃない」と，手をとって，鎖の一
番下のあたりを両手で持たせようとする。
「ひっぱって！」と言って，自分でも後ろ
に下がろうとする様子を見てようやく，「な
るべく後ろに高く持ち上げてから手を放
し，勢いをつけてほしいんだな」と理解し
た。その後，何度も何度も「おして」と言っ
て，より大きく漕ぐことを喜んでいた。
　後で聞いてみると，年少時，支援員の先
生に，いつもそうしてもらっていたことが
分かった。大好きな先生に背中を押しても
らいながら，体が揺さぶられる感触が味わ
えるブランコが，とても好きだったようだ。
　タケシくんは，体を動かす遊びは大好き
で，園庭の遊具はどこまでも上へ上と登ろ
を訴えてくる子やソファーで横になる場合
や，発熱・怪我の手当て，また，病気のあ
る子どもの一時的な休息の場合があった。
一方，お手紙やプレゼントを園長，用務員
に渡しに来てくれたり，嬉しいこと，でき
るようになったことを知らせてくれたりす
るといった，一人ひとりの子どもが思いを
もってくる場合などがあった。
　それらの子どもたちは，職員室に入って
も，ある程度の時間で保育室に戻っていく
のだが，中には，クラス活動の時間になる
とクラスから抜け出し，ふらりとやってく
る子どももおり，居場所を求めて職員室を
訪れ，担任が呼びに来ても保育室に帰ろう
としない子どもが年々増えていた。そのう
ちの一人がタケシくんであった。
２．職員室のあり方についての問い直し
　職員室は，一人ひとりの子どもたちと触
れ合うことができる場ではあったが，当初，
園長として，どこまで子どもたちを迎える
のかといった迷いもあった。ただし，その
迷いは，タケシくんの職員室の訪問によっ
て，大きく揺さぶられることとなった。
　2 学期の運動会の練習が始まったころ，
タケシくんが，「おじゃましまーす！」と
力強く扉を開けた途端に，入口近くに置い
てあるソファーに体ごと投げ出すように飛
び込んできた。上靴を履いたまま，ソファー
の上でジャンプをしようとするので，「靴
は脱いて」と慌てて声を掛けると素直に脱
ぎ，思う存分ジャンプをしてから，今度は
ソファーの背もたれの上に登って，隣の
ロッカーの上に這い上がろうとする。「降
りようね」と体ごと抱いておろすと，体を
ひねって腕からすり抜け，職員室内を走り
回って逃げようとする。ソファーに横に
なってクッションで顔を隠したり，先生た
ちの机の下にもぐったりして，「タケシく
んはここにおらんよ！」と自分で言いなが
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に遊びを共にできるようにとの願いをもっ
て関わりを行うこととした。
　加えて，タケシくんが自ら困った時にど
のように他者に伝えればいいのか，一緒に
考える機会ももつこととした。
（２）園内での共通理解
　園長と担任，支援員，用務員とが連携し
て支援するために，共通理解すべき具体的
な内容について確認を行った。　
　まずは，職員室に入る時の約束づくりで
ある。安全に留意した環境整備として，「今
までと同じように職員室に入る時はあいさ
つをする，必ず担任の先生に言ってから来
る」ことを，タケシくんとの約束とした。
次に，担任への信頼感をタケシくんが抱き
続けることができるような配慮である。職
員室でタケシくんと関わる際も，「これに
ついては，担任の先生に聞いてみよう」「担
任の先生に，今，タケシくんができたこと
伝えよう！」との声掛けを行うこととした。
そして，タケシくんが，職員室での活動の
見通しをもてるような視覚支援の活用も行
うこととしたが，本人の様子を見ながら変
化させていくことにし，視覚支援に頼り過
ぎないことも確認した。一方，タケシくん
の保護者も，タケシくんの育ちについて不
安を口にすることがあった。そのため，保
護者支援については，クラス担任を中心に
園長や主任も共に行いつつ，職員室も，タ
ケシくんの保護者に開かれた存在となるよ
う心掛けた。
３．職員室での子どもの育ち
　タケシくんの居場所のあり方を模索する
中で，まとまりのある個別支援活動の導入
を試みることとした。ただし，時を同じく
して，4 歳児のジュンくん（仮名）もまた，
職員室へ居場所を求めるようになった。そ
のため，タケシくんへの個別支援とジュン
うとするし，ブランコをできるだけ大きく
漕ぐことを喜んでいた。確かに，職員室で
のタケシくんの動きは，園庭での遊びの様
子と重なる部分があった。
　職員室のソファーの上でジャンプも，体
が浮くような感触が味わえる場所の一つで
あり，タケシくんにとっては，お気に入り
の遊具の機能をもっていたと考えられる。
ソファーのスプリングは，ブランコと同じ
ように遊び相手のような存在として，さら
に，布の柔らかさは，タケシくんの身を包
んでくれる安心感を与えるものとして，ま
た，背もたれは，高い場所への移動手段と
して，時に，ダイナミックな遊びへとタケ
シくんを誘うものとしての意味をもってい
たようであった。
　タケシくんの職員室での様子を踏まえ，
タケシくんの心の動きをどう理解していく
のか，園全体でタケシくんをどのように支
援していくのかなど，全職員で共通理解を
することとした。
（１）職員室での一人ひとりの子どもの育
ちへの願い
　タケシくんの育ちに目を向け，具体的な
エピソードを中心に，担任や他の職員と話
し合い（カンファレンス）を重ねた。そして，
タケシくんにとっての居場所を職員室にも
用意することが，今のタケシくんにとって
必要なことと判断した。ただし，職員室で
個別に関わる際，タケシくんの成長を支え
ていくと共に，クラスの先生や友達に気持
ちをつなげることを，活動の核心とすべき
だと考えた。
　そこで，タケシくんが一日幼稚園で過ご
す中で，園長と関わり，自分自身を認めら
れるといった肯定感を抱いていけるよう，
また，クラス活動で取り上げる遊びと同じ
ような遊びを，園長と職員室で行うことで，
保育室に戻った時に，クラスの友達とすぐ
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くんへの関わりを並行して行っていたが，
ジュンくんがタケシくんの活動に参加する
ことになっていった。二人のそれぞれの居
場所が，次第に一つの活動の場となり，職
員室は，彼ら二人が共に育ちあう居場所と
なった。その後，クラスへと緩やかに戻っ
ていった。
　以下，一人ひとりの子どもの居場所の創
出を第 1 局面，そして，二人のそれぞれの
居場所への展開を第２局面として，そし
て，クラスへ繋がっていったその後の展開
を第３局面として，エピソードを振り返り
ながら，そこでの子どもの育ちの姿，そし
て，園長という視点からの考察を記述して
いく。
（１）職員室の意味の変容―一人ひとりの
居場所として―
１）エピソード１【ゆらゆら】
―タケシくんの場合―
（状況）
　 　タケシくんが，職員室に通うように
なった一週間後，園長が，タケシくんが
見通しを持って遊びに参加することを促
す試みを行うことにした。職員室の入っ
てすぐの場所についたてを置き，廊下か
ら見えない小さめの空間を作り，園長と
タケシくん用の二人の椅子，活動の見通
しを示すボードを用意した。そこでは，
タケシくんのクラスにおいて，クラス皆
で集まる時間とほぼ同じ流れとなるよう
に，１）「はじまり」の挨拶，２）絵本
や踊り，歌などを中心とした遊び，３）
その日のお楽しみ，４）「おしまい」の
挨拶で終わる 10 分程度の活動を行うこ
ととした。ただし，特別支援のいくつか
の支援例（例えば，佐藤，2010）３）を参
考に，活動の見通しについての視覚支援
や，活動の終わりの合図の提示など，模
索的に取り入れた。
（内容）
　 　いつものようにソファーの上を飛び跳
ねているタケシくんに，「一緒に遊ぼう
か？」と声を掛けてみた。すると，その日，
初めて目にする空間に関心を向けたよう
で，「何するの？」と尋ねながら，中央
の椅子にちょこんと座った。
　 　用意した椅子に座って自分の名前を呼
ばれると「はい！」と返事をし，いつも
は途中でやめてしまう絵本を一冊最後ま
で椅子に座ってみた。最後の「お楽し
み」で用意したのは，毛布に包まって二
人の先生（主に園長と用務員）にゆらゆ
らしてもらうことであった。始めは不安
そうな顔も見せたが，途中から「もっと
して！」と喜び，感覚的な動きを求めて
いたことが分かる。「歌が終わるまでね。」
と伝えると素直に納得した。毛布をゆら
ゆらさせながら歌う歌は，その時期にク
ラスの子どもが歌っている歌を選んだ。
初めての活動は，通して５分ほどで終
わった。次の日，「園長先生，昨日のま
たしよう。」と言いながら，自分で椅子
を持って来て，それを園長の前に置いて
座った。
（タケシくんの心の動きに関する理解）
　 　いつもと違う職員室の雰囲気を感じて
いるが，はじめてのことに興味を示し，
自分から積極的に関わろうとする。最後
まで参加することができたのは，園長の
話を聞くだけでなく，目の前に流れを示
したボードがあり，それに従って活動が
流れていくこと，内容が短時間で理解し
やすかったこと，最後のお楽しみの内容
が本人の大好きなものであったことなど
が考えられる。また，毛布に包まりゆら
ゆらする活動は，感覚的に心地よいこと
の好きなタケシくんにとっては，またし
たい経験となった。「もっとしてもらい
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になると，だんだんに登園を渋り始める。
　 　毎朝，泣きながら登園してくることが
続き，登園後はしばらく職員室で過ごす
ようになる。担任と相談し，一対一の関
わりを求めているジュンくんと，園長が
しばらく一緒に行動することにした。二
人で絵本の部屋に行き，借りて帰る絵本
を探していると，乗り物の絵本を持って
きた。ページをめくって読み進めると，
乗り物一つひとつの名前を教えてくれ，
次第に笑顔を見せるようになる。
　 　ジュンくんの好きな乗り物を介して，
幼稚園で遊ぶ楽しさを感じて欲しいと考
え，乗り物を作って遊ぶことを提案した。
（内容）
　 　ジュンくんは喜んで賛同し，廃材を
使ってショベルカーを一緒に作ることに
なったが，実際はほとんど園長が作り上
げる。作ったショベルカーを持って担任
に見せるよう提案し，その後は保育室で
過ごした。
　 　次の日からは，「園長先生，これ作っ
て！」と自分から求めてきたので，いろ
いろな素材の経験ができるようにと考
え，材料庫へ行き，一緒に材料探しから
始める。作ったり描いたりすることの好
きなジュンくんは，普段保育室にはない
ような材料（割りピンや型ダンボールな
ど）があると大喜びで，職員室の椅子に
座っている園長のひざの上に乗って来
て，自分のイメージを次々と伝えようと
する姿が見られる。
（ジュンくんの心の動きに関する理解）
　 　自分だけの先生を求めていたが，担任
はいつも自分に関わるばかりではないこ
とが分かったこと，タケシくんと同じよ
うに，運動会のプログラムをクラスのみ
んなで遊ぶ機会が増えたことなどから，
たいが，一曲を終えたら終わり」という，
ある種の活動の区切りを，タケシくんが
自ら納得して行うことができたことは，
それ以前では見られなかった育ちの姿で
あった。
（職員室の意味について考察）
　 　年長児として，運動会の練習や話し合
いに時間を割くことが増えるこの時期，
運動会に向けての活動が中心の生活とな
り，一日の見通しがもちにくくなる。そ
のため，自分のしたい遊びにじっくり関
わる時間がなくなり我慢することも増え
る。同年齢の子どもたちにとってはある
程度譲ることができても，タケシくんに
とっては難しい生活の流れとなっていた
ことが推測される。今まで落ち着いて生
活できていた子どもの中にも，落ち着か
なくなる姿が見られることがある。タケ
シくんにとっても大きな不安の要素に
なっていたのだろう。
　 　次第にクラスの中に居場所がなくな
り，職員室に居場所を求めていたタケシ
くんにとって，タケシくんだけの個別の
活動は，職員室が「入ってはいけない場
所」から「いてもよい空間」「自分のた
めの場所」となっていったと言える。加
えて，見通しをもった活動は，ある種の
安心感のある時間をタケシくんにもたら
したと言える。
２）エピソード２【先生，これ作って！】
―ジュンくんの場合―
（状況）
　 　３月に引っ越し，以前通っていた３年
保育の小規模幼稚園から，現在の２年保
育の中規模園に入園してきたジュンく
ん。引越しという大きな環境の変化へ対
応することに精一杯な様子で，一学期の
間ずっと担任の傍で遊んでいた。二学期
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不安な気持ちが大きくなっていったのだ
と考える。しかし，その姿は自分の気持
ちを表出できるようになった成長の姿と
も捉えられる。
　 　自分の好きな活動を介し，じっくり関
わってもらうことが，ジュンくんの満足
に繋がったと推測できる。
（職員室の意味についての考察）
　 　ジュンくんにとっては，環境が大きく
変わったことで，自分でもどのように新
しい環境に関わるかの葛藤があったので
はないかと考える。小規模の前園でゆっ
くりじっくりと先生に関わってもらった
１年間の育ちをなかなか発揮することが
できなかった。大きな集団のクラスでは
気持ちが落ち着かず，静かな職員室で，
じっくり関わってくれる存在を求めてい
たのではないか。
（２）二人のそれぞれの居場所
　タケシくん，ジュンくんそれぞれ，たび
たび職員室に来るようになった。
　いつものように，タケシくんと一緒に遊
ぼうと準備をしていると，ジュンくんが
やってきて，二人が椅子に座っているのを
見て，「ぼくもしたい。」と小さな声で話し
掛けてきた。急遽３人で遊ぶことにし，急
いでボードにジュンくんの名前を書き加
え，椅子を並べた。「はじまり」の挨拶を
してから，「今日一緒に遊ぶ人の名前を教
えてね。」と，順番に声を掛けると「〇〇
タケシです。」とタケシくんが先に答え，
それを聞いて「△△ジュンです。」とジュ
ンくんも同じように答えた。その後，一冊
の絵本を二人ともじっと見ていた。
　最後のお楽しみでは，初めてのゆらゆら
遊びにジュンくんは不安そうな顔を見せ
た。「大丈夫，楽しいよ！」と声を掛ける
と，タケシくんも同じように「大丈夫！大
丈夫！」と言って安心させようとしたり，
「靴を脱ぐんよ！」といつものやり方を知
らせようとしたりする姿が見られた。ジュ
ンくんは，こわごわ毛布に包まれていたが，
最後にはとても楽しそうな笑顔を見せた。
　初めて三人で遊んだ次の日，「これから
一緒に遊ぶ？」とタケシくんに声を掛ける
と，「遊ぶ！」と言ったとたん突然走って
どこかに行ってしまった。どこに行ったの
か分からずしばらく待っていると，ジュン
くんを連れて帰って来た。どうやら年少の
保育室にジュンくんを呼びに行ったもの
の，なかなか見つからずうろうろしていた
ようだ。前回ジュンくんと一緒に遊んだこ
とがよほど楽しかったらしい。大人と二人
で過ごすよりも，やはり友達といる喜びや
安心感があったように感じた。
　二人で過ごすことが多くなると，実際に
はジュンくんの方ができることが多く，次
第にジュンくんのまねをタケシくんがする
ことも増えた。また，タケシくんは自分の
したいように遊ぶため，ジュンくんの思い
通りにならないもどかしさを感じることも
あったようだ。小さな声で「タケシくんが
いなければいいのに」とつぶやくことも
あった。一人っ子のジュンくんにとっては，
一つのものを誰かと分け合うという経験は
少なく，貴重な経験となったと考える。
　しかし，ジュンくんがタケシくんのモデ
ルとなることをみんなに認められ，自信を
もつことにつながったことは確かである。
　ある日，「今日はこれ作って！」と乗り
物が描いてある絵本を持って，ジュンくん
がいつものように職員室にやって来た。廃
材を集めてきて一緒に作っていると，「ぼ
くも作って！」とタケシくんもやってきた。
何が作りたいのかと尋ねると，自分の大好
きなアニメに出てくる船のイメージを懸命
に伝えようとする。「先生はよく知らない
からタケシくんも手伝ってね。」と声を掛
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け，タケシくんも一緒に，はさみで切った
り，テープを貼ったりしている。自分のイ
メージと違うと「ちがう！」「そうじゃな
い！」と言いながらも，何とか最後まで取
り組むことができた。出来上がった船を
持って，担任に見せに保育室に戻っていく
後ろ姿に大きな成長を感じた。
　それぞれが居場所を求めてやってきた職
員室で，二人の幼児の，言動を含めた互い
のもちあじをじっくり観察しながら，それ
らを取り込んでいくといった，まるで兄弟
のような関係が見えた。遊具や大人を介し
て，子ども同士が成長することにつながっ
たと考える。
４．クラスへの橋渡し
　12月になり，生活発表会が近づいてきた。
タケシくんは，毎日一緒に遊ぶ時間だけで
なく，発表会の練習の時間になると何度も
職員室に顔をのぞかせ，発表会の参加を渋
る姿が見られ，担任や母親と共に，タケシ
くんの発表会への参加方法について検討を
重ねた。この頃には療育機関で個別の指導
を受けていたタケシくんであったが，気持
ちが不安定で予行練習はほとんど参加でき
なかった。そこで，場面を区切って，タケ
シくんにできる活動を考え，担任が様々な
工夫をして当日を迎えることとなった。
　練習ではじっと座ることも難しかったの
だが，いつもと違う雰囲気を感じたのか，
はじめのあいさつの場面では，園長のひざ
の上に座って友達の姿を見ていた。次の楽
器遊びの冒頭，演奏曲に登場する郵便配達
人になって，指揮者の担任に手紙を渡すと
いう役割を無事に果たすことができた。緊
張した表情ながらも，「簡単だった！」と
声を弾ませた。その後，みんなに褒めても
らい満足そうな顔を見せた。
　劇遊びは参加できなかったものの，最後
の歌の場面では，いつも職員室でお楽しみ
としてゆらゆらする時に歌って聞かせてい
た歌を，みんなと並んで歌うことができた
のだった。２年間一緒に生活をしてきた同
じクラスの友達も，タケシくんが参加でき
たことを喜ぶ姿が見られた。小さな積み重
ねであったが，職員室で毎日一緒に遊んで
いたことが，大勢のお客さんの前に出て表
現できたことが本人の自信となった。
　一方，ジュンくんも，一緒に作った乗り
物を持って部屋に帰ると，クラスのみんな
も同じ物を欲しがり，今度は材料を持って
保育室で友達と一緒に作ることを楽しむよ
うになった。どうやって作るかを友達に聞
かれ，教えてあげる場面もあった。新し
い乗り物を作ってもらうために，今まで
ちょっと苦手だったことにも挑戦しようと
する姿も見られるようになった。
　ある日，私は朝から出張に出掛け，一日
不在にしていた。夕方園に戻ると，机の上
に画用紙の切れ端が置いてあり，子どもら
しいかわいい文字で「つくってくれてあり
がとう，じゅん」と書かれてあった。用務
員に尋ねると，ジュンくんが来て，私の机
にしばらく座り，手紙を置いていったそうだ。
　こんな小さな喜びが，保育者の励みとな
り，どんなに大変でも先生という職業のや
りがいを感じるのだ。
　しかし，今になって，ジュンくんは，こ
んなにすらすらと文字が書けないはずだと
気付く。クラスの文字が書ける誰かに頼ん
で書いてもらったのか，自分から友達に頼
んだのか，担任が仕向けたのか，真相は分
からないが，ジュンくんの気持ちが伝わる
嬉しいプレゼントであった。
総合考察
　本稿は，タケシくんをきっかけとして，
職員室の意味を問い直す中で，ジュンくん
も加えた二人の子どもの姿を中心としたエ
ピソードを通して，いかに一人ひとりの育
99
ちを職員室という空間が支えうるかといっ
た点を検討したものである。
　結果，職員室を開いていくことで，「安
心できる場所」「ありのままの自分を出せ
る場所」となりうることに加え，そうした
情緒の安定を土台としながら，「子ども同
士が互い認め合える場所」として，大人対
子どもの関係性を越えた，ある種の，小さ
くはあるが，集団としての育ちが生じてい
たと言える。
　そうした場には，タケシくん，ジュンく
んが体験を重ねることを通した個の育ちの
姿があり，子ども同士が互いの存在を受け
入れ，自己有能感を高め合うといった相乗
的な育ちの姿があり，そしてまた，一人の
保育者として，目の前の子どもたちのより
よい育ちを模索しながら，その場のあり方
を問い続ける私がいた。
　これは，「職員室で個別支援をすると有
効である」というということを，単純化し
て伝えるものでは，決してない。そして，
本稿の実践が，最善であったということを
示すものでもない。ただ，少なくとも，既
成概念にとらわれず，目の前の子どもたち
に学びながら，保育のあり方を一から問い
直すことで，職員室という場であっても，
そこに集った全てのものにとっての育ちの
空間になりうることは，確かな事実であろ
う。そして，この発見は，津守眞４）の次
の言葉と重なる。
　「『居場所』というのは単なる物理的空間
とは違います。人が生きる空間です。守ら
れて安心できる空間，一人でいることも人
と交わることもできる。自分から出て行っ
てまた戻ることができる場所です。そこに
いる人を信頼できる時，自分の存在が確か
にされるのです。その中で子どもたちは成
長することができるのです。」
　幼稚園の中の子どもの居場所は，保育室
という一つに限られる必要はない。子ども
が，求める時に，求める場所で，求める人
といることで，そこに，新たな心の居場所
を得ることができる。その場に職員室もな
りうるといった可能性を，本稿は示す。
今後の実践への示唆
　子どもたちの確かな育ちを支え，また，
クラスの子どもたちへと繋がる場の創出に
おいては，今の子どもたちの姿を，職員が
共有し合うといった日々の職員集団のあり
方が，鍵となる。そのためには，職員室を
子どもたちに開いていきながら，職員室が，
職員にとっても互いに信頼できる居心地の
よい居場所となることが，求められる。一
保育者としての，また，園職員の要として
の園長の役割は大きい。
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